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審査結果の所見 

 本研究は、世界的に急増するアレルギー疾患に関して環境汚染の重要

性を指摘することで国際的に高い評価を受けてきた応募者が、医学と環

境学の双方の立場から、環境汚染物質によるアレルギー悪化メカニズム

の解析と、悪化影響評価システムの構築を目指す先駆的な研究内容であ

る。仮説等をどのレベルで、また一般性を持って検証できるか、あるい

は身の周りにある多くの化学物質の影響を網羅するのは困難ではないか

との懸念もあるが、基盤研究（Ｓ）として採択すべき課題であると判断

した。 

 

 

 

  




